
活動団体名︓⼀般社団法⼈ スマート・テロワール協会

活動地域 ︓⻑野県・北信地域

北信スマートテロワール
農業を核とした自立（自律）分散型農村による共（競）創ネットワーク

令和3年度 環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング 発表資料
本事業における区分
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む ☑
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活動団体紹介

スマート・テロワールの定義

● テロワールとは

ただの自然ではない：地元の人によって、使用される土地のこと

ただの農地ではない：農業的な適性（土壌、気候、地形など）や

農業技術の良し悪しの観点から考察される特定地域の土地のこと

ただの地元産ではない：そこで産出され・加工される農産物・食

品・飲料が、その土地（農地、農村、地域）を表現する。景観やライフスタイル、味
わい、消費モデル。

● 「スマート（賢明な・洗練された・活発）」な「テロワール」とは

日本全体で、人口30～40万人規模の「農村地域経済圏」を定め、「スマー

ト」（賢明＋洗練＋活発）に「テロワール」を実現する「美しく・個性的で・豊

穣な地域自給圏」を創造していくこと。
元 カルビー(株)相談役松尾雅彦

北信
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現時点での地域版マンダラ

22

〇戦略的都市計画と資源の掛合わせ

2

〇地域のレジリアンス 災害復興のための、しなやかな強さ

〇環境にやさしくサスティナブルなインフラ

⼩布施版
ソーラーシェアリング〇⼩布施サーキュラエコノミー

〜ごみをゼロに、ゴミから資源に

〇アグリレガシーの保管



地域プラットフォームの現状
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どんな‟ローカルSDGs事業“を⽣み出したいか
ありたい地域の未来
農業を核とした⾃⽴（⾃律）分散型農村による共（競）創ネットワーク
ありたい地域の未来を達成するための“ローカルSDGs事業”は何か

4

 地域内消費を前提とした⼩布施版ソーラーシェアリングの基本計画の策定
具体的な敷地を検討し、農業と防災と牧場を掛け合わせた⼩布施版ソーラーシェアリングの計画案を
策定し、町との協議を開始する。建設費を算出し、事業性の検討や実施のためのファイナンスの⽅法
を検討する。
無秩序な開発ではなく地域内必要電⼒量から試算して開発規模を抑制し、地域の電⼒を地域内で賄う
ことを⽬的に考える（エネルギーの地消地産、RE100⾃治体の⽬標）。

 防災拠点と⼈が集まる発電所を地域で共有する
災害時の⾮常電源を想定し、プロトタイプとなるソーラーシェアリングの建設を⽬指す。重機講習も
兼ねて建設にも参加できる⽅法や、EVの乗り物や農機具を体験することで、「⾃分たちで実践し、楽
しみながらCO2を減らせる仕組み」をみんなで考える。
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事業全体の予定

⼩布施版
ソーラー

シェアリング

⼩布施版
データブック

協定締結（活動予算執⾏開始
◆キックオフミーティング ◆成果報告会

◆中間報告書提出期限 ◆活動団体成果報告書提出
◆中間報告会

年間スケジュール（参考資料）

庄内スマート・テロワール
・ソーラシェアリング視察
庄内スマート・テロワール
・ソーラシェアリング視察

プロジェクトリーダー会議（⽉⼀開催）プロジェクトリーダー会議（⽉⼀開催）

プロジェクトマネージャー会議（事務局会議・隔週開催）プロジェクトマネージャー会議（事務局会議・隔週開催）

基礎情報リサーチ（継続）基礎情報リサーチ（継続） データ分析・評価データ分析・評価

実施設計実施設計

資⾦計画・補助⾦申請資⾦計画・補助⾦申請 建設着⼯建設着⼯

建築申請・⼿続き建築申請・⼿続き

近隣への説明・事業周知近隣への説明・事業周知


